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 表１ 研修テーマおよび内容 
研修テーマ 「医療同意」から救急医療におけるソーシャルワークを考える 
開催日程 2018 年 11 月 25 日 （東京） 











精神保健福祉士であり、経験 5 年以上、うち 2 年以上の救急医療の経験を持ち、指定の
研修を受け、試験に合格したものをいう。 
 
    表 2 「医療同意をめぐるソーシャルワーカーの課題」回答者の属性 
研修課題提出者         N＝20 
 
    性 別 
男 性     5 名 
女 性     15 名 
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リの code matrix (N=146)を表３に示す。MAXQDA 2018 Analytics Pro を用いてカテ
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         表 4 -１カテゴリによる概念化と生のデータの対応表① 
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         表 4 -１カテゴリによる概念化と生のデータの対応表① 





















































































             
299医療同意をめぐるソーシャルワーカーの課題
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表 4-4 カテゴリによる概念化と生のデータの対応表④ 
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７）Hoffmann TC, et al. The connection between evidence-based medicine and shared 





井上 健朗（いのうえ けんろう） 東京通信大学 
篠原 純史（しのはら あつし）  高崎総合医療センター 
佐藤 圭介（さとう けいすけ）  帝京大学医学部附属病院 
内田 敦子（うちだ あつこ）   東海大学医学部付属病院 
樋渡 貴晴（ひわたし たかはる） 刈谷豊田総合病院 
野村 裕美（のむら ゆみ）    同志社大学 
笹岡 真弓（ささおか まゆみ）  文京学院大学 
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